
●正副会長会議・役員会・支援スタッフ部会 報告● 
（１）正副会長会議（４月１０日・７月１０日・１０月３０日） 
（２）役員会議（４月１０日・７月１０日・１０月３０日） 

    〇定期総会の議案書審議及び定期総会の開催について 
      ・新型コロナウイルス感染拡大回避のため、定期総会を書面確認とさせていただきました。 
     〇令和２年度の日本福祉及び東北福祉の協会活動の動向について 
      ・令和３年度報酬改定について報告をしています。 
      ・令和２年度の県協会の事業計画については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況を注 

視しながら、部会長中心で研修会を企画していくこととしました。 
     〇令和２年度 東北地区知的障害者福祉協会事業計画 
      ・重点事業  ①「新型コロナウイルス感染対応」②「権利擁護・意思決定支援の推進」 
             ③「政策課題の把握と政策提言」が掲げられました。 
  （３）支援スタッフ部会（１２月９日・１０日） 
     〇利用者（本人）活動支援委員会（１２月９日） 〇職員養成研修委員会（１２月１０日） 
      ・両日ともｗｅｂによる開催となりました。髙杉部会長中心に活発な意見交換があり、両

委員会とも今後の活動に向け、動き出しました。 
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●会長 新年の挨拶 ●  
                  宮城県知的障害者福祉協会 会長 二階堂 明彦  

新年おめでとうございます。 

 穏やかな新年をお迎えのことと思います。年の初めにあたりご挨拶をさせてい 

ただきます。さて、昨年は全世界の中で、新型コロナウイルス感染症の感染防止 

のため、今まで当たり前に生活してきたことが急変した年になりました。 

各法人、各事業所の皆様におかれましても、新型コロナウイルスの感染防止に 

力と知恵を注いだ一年と思います。 

 その中で本会も、新型コロナウイルス感染症の感染防止等に向けて宮城県保健 

福祉部障害福祉課との情報交換や会員事業所へのコロナウイルス感染防止対策のアンケートを取りな

がら、今やらなくてはならないこと、今やれることを正副会議、役員会で協議を重ね、マスクや消毒

液などを配布してきました。本来ならば、令和３年４月の報酬改定等の研修会の実施や職員育成の研

修会、スタッフ部会主催の利用者支援のワクワクフェスティバル等実施すべきでありますが、自粛せ

ざるを得ませんでした。 

新年を迎え、昨年度から検討してきているＷｅｂ会議、研修、当会のホームページの活用など新た

な協会運営の在り方も検討しながら進めたいと考えております。今後とも会員の皆様のご支援、ご協

力を賜り運営していきたいと思っております。本年はコロナ感染も収束し、皆様にとって良い年であ

りますようにお祈り申し上げます。 

 ●新しい役員・部会長が決まりましたので報告します● 

    ・会 長 二階堂 明  彦 （ステップ） 

・副会長 田  切 富  之 （地域生活支援センターポレポレ） 

・副会長 白  石 圭太郎 （すていじ仙台） 

・副会長 大  森 道  宏 （かなん） 

   ・監 事 奥  田 妙  子 （幸泉学園） 

    ・監 事 石  川 明  博 （はんとく苑） 

＊部会長＊ （新しい役員の皆さんです。） 

    ・児童発達支援部会    平  野     浩さん（啓佑学園）        

・障害者支援施設部会   熊  谷 経  光さん（きぼう園） 

・日中活動支援部会    小野寺 洋  恵さん（夢の森） 

・生産活動・就労支援部会 伊  藤 公  善さん（わ・は・わ美里） 

・地域支援部会      佐  藤 雄  一さん（地域支援センターしんぼし） 

・相談支援部会      相  澤 安  伸さん（東まつしま地域生活支援センターカノン） 

・スタッフ部会      高  杉 和  豊さん（つどいの家・コペル） 

＊令和２年度～令和４年度 新しい体制がスタートしました。 よろしくお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●宮城県協会の新型コロナウイルス感染対策に係る取り組み等 

 
  
 

〇宮城県保健福祉部障害福祉課との情報交換 
 ・４月と８月に県の大森障害福祉課長と二階堂会長・事務局長で情報共有を行いました。 
〇新型コロナウイルス感染対策に係る配布物（マスク・消毒液・ワークブック） 
 ・３月に千葉県知的障害者福祉協会に消毒液２０ℓ入り１０箱を支援しました。希望事業所にも配布。 
 ・５月下旬に会員事業所にマスクを２０，０００枚配布（各事業所に２箱から３箱） 
 ・１１月に職員研修に活用してもらうため、各事業所に意思決定支援ワークブックを配布しました。 
〇新型コロナウイルス感染防止対策に係るアンケート調査の実施（４月・８月） 
 ・４月は、各事業所における対策の実態。８月は、「外出・外泊等」の実施状況を調査しました。 
  
＊編集後記＊ 

４月より、前任の井林事務局長の後任になりました石川仁と申します。これまで３期６年間、部会長と 

して福祉協会の活動に携わってきた経験を活かし、微力ながら頑張りたいと思っております。 
皆様におかれましては、新型コロナウイルスの影響で気が休まらない日々が続いていると存じます。 

新しい年が会員事業所の皆様にとって、少しでも穏やかな年になるよう心より祈っております。 

９月に協会事務局事務所を模様替えし、少し広いスペースになりました。引き続き、堀籠事務員と２人 
体制で協会事務局の運営をしてまいります。今後もどうぞよろしくお願いいたします。 
                    宮城県知的障害者福祉協会 事務局長 石 川  仁  

各事業所へ「マスク」を配布 

宮知福協だより  

           ＮＯ１ 

各事業所へ「意思決定支援を学ぶため」のワークブックを配布 


